
 

 

第２回 研修会「教育講演会」 

 

 

１ 日 時  ２０２５年６月２1 日（土）１３：３０〜１６：００ 

 

２ 会 場 八千代市教育委員会庁舎 

 

３ テーマ 「郷土の歴史と教育」 

 

４ 講 師 千葉英和高等学校 

              小林 弘治 先生 
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「郷土の歴史と教育」 

小林 弘治 

 

I “教育”の視点で語る「八千代市の子どもたちに伝えたい八千代市の歴史」 

 

 

 1 “教育”の理解 ―郷土の歴史を“教育”の視点でみることの意義とは 

 

「そもそも自国の歴史を学んでいく上で大切なことは、“歴史”を積み重ね、創り上げてきた

先人たちの努力や工夫、苦悩や喜びを、わがこころとすることから、先人たちの知恵を自らの

生き方に生かそうとする態度を涵養することである。」 

 

“郷土の歴史教育”アプローチ１ 

 子どもたちにとって郷土の歴史を理解することは難しいと言われます。基礎知識が備わって

いないからと思われます。歴史教育とは単に歴史的事象の伝達だけではすまないであろう。そ

こで、“郷土の歴史教育”をどうとらえ、子どもらに対峙したら良いのでしょうか。 

 

 

 ２ 子どもたちの生活舞台としての“やちよ” 

 

 八千代の郷土の歴史を学ぶにあたって、自らの地域や風土を理解し、自らの立ち位置を自覚

できることは大切です。 

 

  ①都心から30キロ圏内の奇跡 

 

  ②八千代の田園風景・里山・谷津の風景 

 

  ③豊かな自然と新しい街と融合した街づくり 

 

 

 ３ 八千代の子どもたちに伝えたい『愛と勇気のやちよの歴史』 

 

 “教育”の視点からみた、八千代の歴史を八千代の子どもたちに伝えたい。 

 

  ①尽きることなし、縄文ロマン 黒潮渡る丸木舟    【歴史ロマンを語る】 

 

  ②日本最古の鍛冶屋さん 沖塚式製鉄炉    【優れた技術力を誇りに思う】 

 

  ③どんな願いが込められたのか 三千五百の墨書土器【人情愛情の機微を語る】 
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  ④汗と涙と夢で掘り進めた 新川開削244年の物語 印旛沼堀割普請 

【災害とたたかう姿勢と公共心】 

 

  ⑤ええじゃないかの心意気 天下御免の大和田宿 【豊かな街づくりへの努力】 

 

  ⑥大和田原から習志野原へ 篠原にならえ！      【国民意識の一体感】 

 

  ⑦八千代の戦跡をしのぶ 機友の執念 屠龍発掘     【国土を守る勇気】 

 

“郷土の歴史教育”アプローチ２ 

 史実の伝達では理解し難いので、郷土の歴史的事象を子どもらの情意、感情をもととする価

値観に訴える方法は、教育の視点からすればどこまで許されるのでしょうか。 

 

 

 ４ 八千代の教育コミュニティ 伝統的社会教育の場 

 

 八千代の伝統的地域コミュニティこそ“教育”の実践の場であったと考えてみましょう。 

 

  ①お母様方の月待講 十九夜講 

 

  ②皆と夜通し語り合う 庚申信仰と庚申塔 

 

  ③おせったいを通して人情から学ぶ 吉橋大師講 

 

  ④一家を支える覚悟として 奥州出羽三山講 

 

  ⑤我等皆先生の門人たり 寺子屋と筆子塚 

 

  ⑥不学の人ならしめんことを期す 150 年伝統小学校 

 

 “郷土の歴史教育”アプローチ２ 

 教育の場ととらえる伝統的地域コミュニティの思想から、現代的な社会教育力の改革・復権

について考えてみてはいかがでしょうか。 
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